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登米地域の健康課題 （成人） 
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健康寿命が短い！ 

第２次みやぎ21健康プラン（2013～2022年度） 
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登米地域の健康課題 （成人） 
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ＳＭＲ（標準化死亡比） 

第２次みやぎ21健康プラン（2013～2022年度） 

脳血管疾患による死亡が多い！ 



登米地域の健康課題 （子ども） 
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子どもの肥満が多い！ 
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背景   （登米地域住民の特徴） 
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運動習慣の状況 運動習慣がない！ 
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移動手段の状況 車移動が多い！ 
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乗用車保有状況 県内23市郡中７位！ 
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住民一人あたり乗用車（軽含む）保有数 運動不足は， 
地域の取り組むべき課題 

平成２６年宮城県県民健康調査報告書 
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背景  （これまでの保健活動から） 
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昨年度の事業において 

幼稚園 
市立幼稚園長

会議 

保育所 
児童福祉関係
施設長会議 

市母子保健事業の体制 

幼児（未就学児）の肥満対策 
  健診の実施以外は 
  ９総合支所ごとの対応 

県事業「親子運動イベント」 
周知 
 
登米市の健康課題， 
肥満に関する情報共有 

保健所から 

総合支所により 
対応に違いがみられた 



事業の方向性 
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親と子に 
運動の機会の提供 

教諭・保育士の 
運動実技の習得 

日常生活での 
運動不足 

幼稚園 保育所 

体操教室 出張 

日常の 
運動の実践に 
つなげること 

課題 

目的 

事業企画 親と子の体操セミナー 
栄養・ 
食生活 たばこ 

身体 
活動 
・運動 



対象等 

・管内幼稚園・保育所（３８施設）中， 

 ８施設（４施設が親と子を対象） 

・幼稚園・保育所との連携 

・保護者会や保育参観での 

 出前体操教室 
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内容 ① 

運動実技 （外部運動指導講師） 

●簡単な道具で，幼稚園・保育所， 
  自宅でもできる 
●親の運動不足解消 
●子どもの運動能力向上の 
  ポイントの紹介 

親子で 
ふれあい 

楽しい！ 
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情報提供 （保健所職員） 

●親と子対象時 
 
登米市児童の肥満の現状と予防の 
ポイント 

内容 ② 

●子どものみ対象時 
 
食事や生活リズムのお話（紙芝居） 



連携 ・ 役割 
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幼稚園・保育所 

保健所 

●保護者との調整，周知 及び 参集 
●会場準備 及び 道具の提供 
●多職種での参画 

●事業の企画運営 
●外部運動指導講師の調整 



実績 事業全体 
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参加者数 

管内にある幼稚園・保育所８施設 
延べ３６７人 
（幼児２０３人，保護者１２３人，教諭・保育士４１人） 

関心度 

事業への申込み増加 

平成２７年度 

講話中心型企画 

申込み１施設 

平成２８年度 

体験型企画 

申込み８施設 
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参加した保護者 

健康づくりへの関心の有無に関わらず，ほぼ全員が出席 

２０～３０歳代がおよそ８割 
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12.5% 

65.4% 

「健康づくり無関心層」への 
動機づけの機会 

気づき 保護者① 
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保護者アンケート結果（一部） 
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幼稚園と保育所の保護者の意識に 
有意差はみられなかった 
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運動不足 食生活の 

乱れ 

間食 祖父母の子育て 

甘やかし 

ゲーム， 

メディア 

遊ぶ環境が 

ない 

車移動 

中心 

登米市の子どもが肥満が多いことの考えられる要因（自由記載） 

幼稚園 保育所 

  問かければこたえてくれる 
            → 生活習慣を振り返る機会   

（人） 

気づき 保護者③ 

保護者アンケート結果（一部） 
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感想（自由記載） 

日頃の運動不足を痛感した 

タオルひとつで子どもと簡単に体を動かすことを知って， 
すぐに実践できそうと思った。 

子どもの笑顔がみれて，楽しそうで嬉しかった。 

休日の過ごし方を変えようと思った。買い物→公園へ 

好評，「楽しかった」 
→「楽しくできる運動」の提案ができた 

気づき 保護者④ 

保護者アンケート結果（一部） 
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日常，保育での実践 
自主企画の実施 

期待 

教諭・保育士アンケートの感想（自由記載） 

様々な動き，道具の使い方がわかり，参考にしたい。 

幼児期に色々な運動を経験することが大切と知り，改め
て重要な時期を子ども達と過ごしていることを感じた。 

限られた空間でもできる，保育に活かせる実技だった。 

実績 教諭・保育士・栄養士 

教諭・保育士に対し，運動の実践研修 
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幼児・保護者の生活実態にあわせた普及啓発 
生活の「気づき」から「見直し」へ 

保育所栄養士による保護者向けの啓発 

保護者アンケートの感想（自由記載） 

ジュースに糖分が多くて，びっくりして印象に残った。 

「動いているから食べてもいい」と思っていても，運動の
必要量には足りていないとわかった。 

気づき 教諭・保育士・栄養士 

多職種での連携の有効性 
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保健所と市との，連携実施の試行 

幼稚園 保育所 

１施設で，市総合支所の栄養士が，「食事のポイント」を説明 

登米市民＝対象 

乳幼児健診時 
指導の 
ブラッシュ 
アップ 

保護者 

気づき 登米市との連携 

登米市との連携の有効性 

http://www.bing.com/images/search?q=%e5%81%a5%e8%a8%ba%e3%80%80%e8%aa%ac%e6%98%8e%e3%80%80%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&view=detailv2&&id=D9D62D9E797D5F9926A57BEEF3BAF4BB43CDFBF2&selectedIndex=2&ccid=BF6wf3Sa&simid=608043155680134851&thid=OIP.M045eb07f749a1593bb0ace67d041a65do0


考察 ① 
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子ども 
 

乳・幼児 児童・生徒 
若い世代 

働き盛り 
世代 

ライフステージ 

幼稚園 保育所 

幼児期から 
健康づくり 

親と子の健康づくりを支援する環境づくり 

保健所 介
入 

親自身の 
健康づくり 



考察 ② 
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事業 
結果 

親と子の体操セミナー 

   日常生活での 
   運動不足 

  日常の運動の 
  実践につなげること 

課題 

目的 ？ 
継続した 
取組みが 
必要 

教諭・保育士 

 日常の保育で実践？ 
 自主企画の実施？ 

幼児 

 運動習慣の変化？ 
 肥満傾向児減少？ 

保護者 

 運動習慣の変化？ 
 生活改善？ 

課題解決には，継続した 
取組みと検証が必要 



今後に向けて 
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親 
（子育て世代） 

幼児 

市子育て支援課 

市各総合支所 
（健康づくり担当） 

市健康推進課 

市教育委員会 

各公民館 
公立幼稚園 

私立幼稚園 

市各総合支所 
（生涯教育担当） 

県保健所 県教育事務所 

公立保育所 

私立保育所 

公立・民間 
子育て支援センター 

小規模 
保育事業所 

自主活動 
子育て 
グループ 

スポーツクラブ 

連携  
 → 協働 


